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添付資料



～豆腐業界課題～

世界情勢の悪化

異常気象

輸入原料の高騰

情
勢
が
悪
く
な
る
こ
と
で
・
・
・

物流問題 労働人口減少

同業者の急激な減少・負の連鎖

受注量の異常な増加

立ち止まって現状をより良くするための施策を思案



２０２１年中頃より円安傾向が始まり、輸入品の物価高騰が開始。

円安による物価上昇
貿易摩擦による穀物相場
の乱高下と生産者離れ

米
国
中
国
の
情
勢
が
主
原
料
の
大
豆
に
暗
い
影
を
落
と
す

～豆腐業界課題２～
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今後の展望



～展望～

国産大豆を安定的に調達し、これまで培ってきた豆腐製造技術で新たな商品、
収益性をより向上させるビジネスモデルを創出することで明るい未来を切り開く！



～資源循環～

大豆が育む
資源循環経営

県産大豆

豆腐

がんもどき

おから

クッキー

大豆ホエー

菌体肥料

農作物

廃
棄
コ
ス
ト
が
収
益
へ

環
境
負
荷
の
軽
減
へ

経
営
の
安
定
化
へ

魅力的な産業へ

・安定した国産原料調達
・若い人材の雇用創出
・来る食料危機への対策



～全体像～



～市場性～

大豆の消費量は年々増加傾向。
（畜肉高騰を背景に動物性たんぱくを使用した

メニュー構成の見直し等が背景にある）

『食の外部化』や『個食』が加速。
（人口減少を背景に時短や簡便性に対する
消費者のニーズは今後も高まっていく）

大豆たんぱくの
需要は益々拡大



県産大豆

～新規開発１～

県内の学校給食関係者、他から県産大豆を使用した豆腐関連商品の供給要望は
年々増加している。県産大豆を使用する過程で生産される主産物と地域の特産
品をまるごと使用した商品開発を行い、より付加価値の高い商品開発を行う。
県産大豆の品質を確保するために必要な機器類の整備予定。

地元瀬戸内海産いりこ出汁で炊いた一口がんも

瀬戸内海産いりこ 主産物使用

豆腐

栄養価が高く、調理の手間が少ない。
冷凍可で長期保存可・広域流通可。



～新規開発２～

微量成分が豊富な液肥（副産物：大豆ホエー使用）と
有機物が豊富な菌体肥料（副産物：工場排水使用）

農作物大豆ホエーの液肥・菌体肥料 副産物使用

排水

循環型農業モデルとして、農業者の協力のもと県産大豆を使用する過程で生産
される副産物（大豆ホエー、排水）を肥料として生成し、資源が完全に循環す
るビジネスモデルを構築する。将来的には上記をすべて使用した『がんもバー
ガー』（パテ：がんもどき、肉：おからビーフ、野菜：液肥・菌体肥料で育て
た葉物野菜）販売を目指す。

香川大学との共同研究により

同肥料の有効成分を分析中

（第一次レポート：２０２４年１２月）



～販路開拓～

想定される販売先

販路開拓の方法

学校給食 ビーガン・ハラル信仰者

直売所 マルシェ 物産展

地道な販促活動や試食会開催など
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